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1) 加藤良夫 (京大･皿F<研),正分界火 (奈良女大
家政)との共同研究｡
2)Tanabe.YりM.Ogawaand冗.Nozawa;
(1974):Polymorplismofthyroxine･binding
prealbumin(TBPA)inprimatesspecies.
Japan.J.Genetics.49(5)2651273.
結合舵はアカゲザル174FLg/dl,ヒト161lfLg/dlで種問,
上糾問に大きな益は認められなかった.TBGはすべて
の皿F{口の秒こ存在したが,I)スザル,ヨザルは殆ど0
に近く,アカゲザルは51FLg/dl,フタロテナガザル52
FLg/dl,ヒト43jLg/dlで狭丹頂矧こ屈する攻では大きな
凸はなかった｡
ニホンザル個体群の環境に及ぼす人類の攻撃
作用について
千葉徳爾 (筑波大学歴史 ･人瑛学系)
今回は狩猟者の直接捕獲行為とその日的忙しぼって,
全国各地の主要規型を整理した｡
1) 九州･四国及び中国山地では,狩猟者は単独行動を
とり.少なくも表面的にはサルをとると崇りがあると
して,捕捉しない.規りの種塀は不具 ･火災が主であ
る｡しかし,辺fjE部ではひそかに捕って主として薬用
に穴る者があったらしい｡
2)紀伊半仏から中部日本の山地でもIlt独狩猟者がほと
んどで,宗田的にはサルの拙技な好まないが,禁忌の
m点は一四位をとらぬことであり,兆田についてはさ
ほど禁忌がないのみならず,これな井川に伏するため
主要な仕都にしていた者があり,そのため絶滅したニ
ホソザルグルーブもある｡非Fr)の主口的は琉部の照焼
であった｡
3) 日光山地から上越 ･金印力両の狩刑は,かって共同
であったらしく.現在もその説IILと想われるサル捕り
仲間の形式が践っている｡犬を使用するものと使用し
ないものがあるが,犬を用いる形式が古いらしい｡禁
忌としては,自己が緑ある動物 (干支 ･信仰など)杏
捕らぬという場合,申年だからサルをうたぬという以
外に,ほとんど捕狂を忌むことはない｡揃狂目的は琉
部の黒腕を薬用とすることにある｡
4) 山形 ･秋田･岩手などのいわゆるマタギ仲間は,サ
ルヤマを寒中の共同狩猟として宍施し,犬を使用し全
く禁忌をもたない｡揃技目的は絹の胞と同様にサルの
胞を利用し,また深部を牛.鴨の既の守詔神として仮死
すること,さらに胎児を餌女の産後の射 こ詑るにあっ
た｡一部にサルは人詔を耶するから捕狂時には通常の
If)詔と逆に,先見した切合 ｢サル居ないぞな｣どと言
うⅥ行もあるが,その発生は新らしいようである｡
5) 以上のように,何西日本から東北日本にかけて,現
行の狩猟者のサルに対する攻撃方法や目的に差異が認
められる理由は,主として西南日本で近世何等かの宗
教者の勧説が行われた結果で,同時に現在ニホンザル
個体群の存在形腰に,ある程度の作用を与えているも
のと判定される｡しかしながら,その詳細は今後の解
明にまたねばならない｡
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